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本ワークの目的、流れ
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地域脱炭素ステップアップ講座 ワークショップの全体感

◼ 地域脱炭素ステップアップ講座 ワークショップの目的

• 第１回～第３回の講座を通じて、「地方公共団体実行計画（区域施策編）に必要な記載事項を網羅する」ことにより、計画策定の流れや検討
に必要となる情報収集・検討の方法を理解し、本年度以降に各地域（市町）ごとの状況に応じた計画を策定できる状態を目指す。

• 地域脱炭素を推し進めることと並行して、地域課題を解決し、地域の魅力と質の向上に資する施策を立案できる状態を目指す。

回次 第1回 第2回 第3回

概要
① 区域の目指す将来像の設定
② 温室効果ガス排出量等の状況の把握

方法

① 温室効果ガス排出量等の状況と課題
の整理

② 温室効果ガス排出量の削減目標等の
設定

① 削減目標の達成及び地域課題を解
決、地域の魅力と質の向上に資する
施策の立案

対象
• 市町環境部局の温暖化対策業務の担
当者 等

• 市町環境部局の温暖化対策業務の担
当者 等

• 市町環境部局の温暖化対策業務の担
当者 等

時期 • ９月７日 • １１月２０日 • ２月７日

年間スケジュール
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地方公共団体実行計画（区域施策編）の策定プロセス

◼ 策定プロセスと本ワークショップの位置づけ

• 区域施策編の策定プロセスは以下の通り、

• 第１回～第３回のワークショップを通じて、地方公共団体実行計画（区域施策編）に必要な記載事項を網羅するために下記スケジュールで進行
していく。

区域施策編の策定プロセス

区域施策編策定の基本的事項・
背景・意義（２ー１）

温室効果ガス排出量の推計・
要因分析（２ー２）

計画全体の目標
（２ー３）

温室効果ガス排出削減等に関する
対策・施策の立案（２ー４）

【第１回】
区域施策編策定の背景と全体像
• 区域施策編を策定する理由
• 区域施策策定の流れと概要
• 区域の目指す将来像
温室効果ガス排出量推計の導入
• 自治体排出量カルテの活用方法

【第２回】
温室効果ガス排出量の要因分析
• 自治体排出量カルテを用いた排出要因分析
• 課題の体系整理
目標の設定
• 総量削減目標の設定の考え方、事例
• 総量削減目標の設定

【第３回】
対策・施策の立案
• 将来像実現のための対策
• 対策を実現するための課題
• 施策の立案、目標設定

区域施策編の公表、実施、
見直し・改定（２ー５以降）
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第２回 ワークショップの流れ

◼ 本日の流れ

• 第３回に当たる本日は、地域脱炭素施策検討のための対策施策の設定にかかる事項について説明・ワークを実施する。

• また、対策施策を活用した実行計画の作成を実施する。

本日のワーク（１１０分）

内
容

１．振り返り 講演① 講演②
２．対策・施策に関

連する事項
休憩

３．対策・施策を具
体的に進めるために

４.講座を通したまと
め

講演③

概
要

① 前回までの
講座の

 振り返り

① 鹿追町
様講演

① 小田原市
様講演

① 対策・施策立案にお
いて考慮すべき事項

② 取組を推進する上で
の他部署との連携

① 実行計画の戦略・
目標の立て方

② 継続的な評価と改
善

① ３回の講座を通して
学んだ事を活かし
行動計画案を作成
する

① 国立環境
研究センター様
講演

形
式

• 講演 • 講演 • 講演
• 講演
• グループワーク

• 講演 • 個人/グループワーク • 講演

使
用す
る資
料

・手元資料 • ワークシート • ワークシート

時
間

• ５分 • ３０分 • ３０分 • ４０分 • ６０分 • １０分 • ５５分 • ３０分



6

１．振り返り
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振り返り：排出要因の整理結果共有

◼ 前回のワーク④

• グループで排出要因の整理を行った。

• 手元のシート「振り返り：排出要因の整理結果共有」が、前回付箋で検討した対策・施策を転記したもの。

各グループの特徴
・グループA
⇒産業部門や工業プロセス部門の

     占める割合が多い

・グループB
⇒民生部門や運輸部門等の占める
割合が多い

・グループC
⇒全ての部門の割合が同程度

・グループD
⇒比較的人口規模が小さく、排出
量が少ない

前回のワーク
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振り返り：対策・施策の体系的整理

◼ 前回のワーク⑤

• 各部門ごとの対策及び施策を各取組主体のどこ該当するのかを意識し、考えて整理を行った。

• 手元のシート「振り返り：対策・施策の体系的整理」が、前回付箋で検討した対策・施策を転記したもの。

前回のワーク
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２．対策・施策に関連する事項
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対策・施策に関する事項

◼ 対策・施策立案において考慮すべき事項

• 地球温暖化対策推進法に基づいて、対策・施策は以下の内容を満たすことが求められる（都道府県及び指定都市においては必須）

• これまで整理した施策と、これらの事項との連動性を確認する必要がある

参照先：地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル（本編）(P.116)
https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/data/manual_main_202303.pdf

https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/data/manual_main_202303.pdf
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対策・施策に関する事項

◼ 地球温暖化対策推進法と対策・施策の連動性

• 前ページの連動性を整理すると、以下の通り

• この他にも、独自に検討した施策があれば分類を行う必要がある

参照先：地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル（本編）(P.121)
https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/data/manual_main_202303.pdf

https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/data/manual_main_202303.pdf
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ワーク①〈グループワーク〉 取組主体ごとの取組方針の設定

◼ 取組主体ごとの取組方針の設定（１５分）

• 【取り組み主体ごとの対策」・施策】を記載し、【立案において考慮すべき事項】の内容を参照し、該当する項目を見つける。

• 【地球温暖化対策推進法に基づく施策分類】の中の複数に該当してもよい。
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取組主体ごとの取組方針の設定

◼ 取組主体ごとの取組方針の設定

• 【取組主体ごとの施策】と【立案において考慮すべき事項】の整理内容をマージすると以下の通り

• これにより、実行計画として取り組む意義と関連効果も合わせて取組主体に示すことができる

参照先：地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル（本編）(P.122)
https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/data/manual_main_202303.pdf

https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/data/manual_main_202303.pdf
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ワーク②〈個人ワーク〉 取組を推進する上での他部署との連携

取組を推進する上で連携が必要な部署と、想定される課題

◼ 取組主体（行政）の取組推進に必要な他部署との連携（１０分）

・各施策を実施する際に、他部署との連携は必要になる。

・各施策は【物的な施策】（例１：施策）と【人的な施策】（例２：施策）に分類される。

・施策１、２を参考に、手元資料の手元資料の振り返り：対策・施策の体系的整理から施策を１つ選び、自身の部門では何が想定されるのかを記載する。

例１：施策
公民館の照明LED化

例２：施策
学校での脱炭素教育

施策
（ ）

施策
（ ）

対象施設をつくる・整備する部
署

建設課、都市計画課 等 教育政策課 等

対象施設を管理する部署 生涯学習文化課 学校施設管理課 等

その他連携が必要な部署 観光課や市民課 等 人権・同和教育課 等

推進する上で想定される課題 リーダーシップの不在
（責任所在が不明瞭）

講座内容の設定や講師の選
定
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ワーク③〈グループワーク〉取組を推進する上での他部署との連携の共有

◼ 作成した取組推進に必要な他部署との連携についてグループで共有をする（１５分）

• 取組推進に必要な他部署との連携についてグループで意見交換を行う

• 他部署との連携を行うためにどんな行動をどのようにおこなうべきなのかの意見交換も行う
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３．対策・施策を具体的に進めるために
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目標達成のための戦略・実施計画策定

◼ 目標達成のための戦略・実施計画策定

• 施策を具体化し、実行可能な戦略と実施計画を策定する。

• 戦略や計画には、施策の具体的な内容、予算、スケジュール、関係機関の役割と連携などが含まる。
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目標の設定と評価指標の選定

◼ 目標の設定と評価指標の選定

• 目標設定時に、具体的で数値化可能な目標を設定する。例えば、二酸化炭素排出量の削減率や再生可能エネルギー導入割合など。

• 目標に対する評価指標を選定し、目標達成度を定量的に評価するための基準を設る。選定された指標は施策の特性や地域の状況に
合わせて決定する。

参照先：地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル（本編）(P.164)
https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/data/manual_main_202303.pdf

https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/data/manual_main_202303.pdf
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モニタリングとデータ収集方法

◼ モニタリングとデータ収集方法

• 施策の進捗状況をモニタリングするためのデータ収集方法を策定する。

• データ収集方法や頻度を明確にし、正確な情報を取得できる体制を整える。自治体内の関連部署や関係者と協力してデータの収集を
行う。

参照先：地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル（本編）(P.165)
https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/data/manual_main_202303.pdf

https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/data/manual_main_202303.pdf
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対策・施策の目標設定

環境省の公表している
「区域施策編」目標設定・進捗管理支援ツール

を活用する。

◼ 評価方法と分析手法

• 評価指標に基づき、目標達成度の評価方法と分析手法を選定する。例:目標と実績の比較や進捗状況の可視化、経済的な効果の
評価など。

• データの分析には定量的な手法や統計モデルを活用し、施策の効果や課題を客観的に評価する。

参照先：環境省 「区域施策編」目標設定・進捗管理支援ツール マニュアル（P.3）
https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/tools/kanri.html

参照先：環境省 「区域施策編」目標設定・進捗管理支援ツール
https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/tools/kanri.html
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継続的な評価と改善

◼ 継続的な評価と改善

• 施策の評価は単発ではなく、定期的に継続的な評価を行うことが推奨される。長期的な目標に対する評価や施策の持続性を考慮し、改善策や
修正が必要な場合は適宜対応する。

• 施策の効果的な評価と改善策の実施は、区域施策編策定の持続可能な取り組みにおいて非常に重要な要素。

参照先：地方公共団体実行計画（区域施策編）策定・実施マニュアル（本編）(P.168)
https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/data/manual_main_202303.pdf

参照先：姫路市地球温暖化対策実行計画(P.71,72)
https://www.city.himeji.lg.jp/bousai/cmsfiles/contents/0000002/2305/R5honpen.pdf

https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/data/manual_main_202303.pdf
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事例：「山口県地球温暖化対策実行計画」の記載内容

参照先：山口県地球温暖化対策実行計画（区域施策編）P.63～69
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/144372.pdf

戦略部分

重点６は、別に戦略を策定し取組を推進

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/144372.pdf
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事例：「やまぐち産業脱炭素化戦略」の記載内容（１）

参照先：山口県地球温暖化対策実行計画（区域施策編）P.70～73
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/144372.pdf

参照先：やまぐち産業脱炭素化戦略
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/143824.pdf

基本目標

取組方針
脱炭素という困難な課題に

果敢に取り組むとともに、

こうした取組を本県経済の

持続的成長につなげる

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/144372.pdf
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事例：「やまぐち産業脱炭素化戦略」の記載内容（２）

参照先：山口県地球温暖化対策実行計画（区域施策編）P.70～73
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/144372.pdf

参照先：やまぐち産業脱炭素化戦略
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/143824.pdf

具体的な施策展開

・
・
・

具体的な取組内容や

KPI（目標値）を設定

https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/uploaded/attachment/144372.pdf
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４．講座を通したまとめ
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講座を通したまとめ①

◼ 第１回ステップアップ講座

• 区域の特性を考え、将来像を設定、課題となりそうな要素を検討した。

• 排出量カルテを用いた、排出量の傾向把握、再エネ導入ポテンシャルの把握を行った。

回次 第1回 第2回 第3回

概要
① 区域の目指す将来像の設定
② 温室効果ガス排出量等の状況の把握

方法

① 温室効果ガス排出量等の状況と課題
の整理

② 温室効果ガス排出量の削減目標等の
設定

① 削減目標の達成及び地域課題を解
決、地域の魅力と質の向上に資する
施策の立案
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講座を通したまとめ②

◼ 第２回ステップアップ講座

• 排出量カルテから、状況を把握し、要因を分析した。また、対策・施策についてもグループで意見交換を行った。

• 山口県の設定の講和を聞き、削減目標の設定の種類、総量削減目標の設定方法を学んだ。

回次 第1回 第2回 第3回

概要
① 区域の目指す将来像の設定
② 温室効果ガス排出量等の状況の把握

方法

① 温室効果ガス排出量等の状況と課題
の整理

② 温室効果ガス排出量の削減目標等の
設定

① 削減目標の達成及び地域課題を解
決、地域の魅力と質の向上に資する
施策の立案
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講座を通したまとめ③

◼ 第３回ステップアップ講座

• 設定した削減目標を達成や、地域課題を解決するための戦略、計画について学んだ。

• 設定した施策・対策をよりよく改善していき、地域の魅力と質を向上するための継続的な評価と改善について学んだ。

回次 第1回 第2回 第3回

概要
① 区域の目指す将来像の設定
② 温室効果ガス排出量等の状況の把握

方法

① 温室効果ガス排出量等の状況と課題
の整理

② 温室効果ガス排出量の削減目標等の
設定

① 削減目標の達成及び地域課題を解
決、地域の魅力と質の向上に資する
施策の立案
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ワーク④〈個人〉 講座を通したまとめ

◼ まとめ（１５分）

• 全３回の講座を通して得た学びを活かして、【区域の特性】から目指す姿に向けた【行動計画案】を作成する。

区域の特性

区域の目指す姿

区域の目指す姿における課題

部門ごとの現状に対する施策・対策

産業部門 業務その他部門 家庭部門 運輸部門

施策・対策

対策・施策

住
民

事
業
者

行
政

これからの行動計画案

第１回講座

第２回講座

第３回講座
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ワーク④〈個人〉 講座を通したまとめ ※一例

◼ まとめ（１５分）

• 全３回の講座を通して得た学びを活かして、【区域の特性】から目指す姿に向けた【行動計画案】を作成する。

区域の特性

区域の目指す姿

区域の目指す姿における課題

部門ごとの現状に対する施策・対策

産業部門 業務その他部門 家庭部門 運輸部門

施策・対策

対策・施策

住
民

事
業
者

行
政

これからの行動計画案

第１回講座

第２回講座

第３回講座

省エネ製品の購入

製造業が盛ん（工業地帯や工業団地がある）
公共交通機関の不便があり、移動手段として車が欠かせない

再生可能エネルギーの導入 ノーマイカー啓発 省エネ家電の普及 EVの普及

地域住民に脱炭素ライフ・ビジネススタイルが根付いているまち

産業部門が多く、多様
マイカーが生活の軸で、高齢化も進んでいる

再エネ設備の導入

EV充電インフラの整備
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ワーク⑤〈グループワーク〉 行動計画案の共有・意見交換

◼ 行動計画案の共有（３５分）

• 作成した行動計画案を、グループで共有する

• 全講座を踏まえた悩み交換や、フィードバックの交換をおこなう

グループ内での意見交換内容（例）

• そもそもどんな施策をしたらいいのか（施策立案のアイデア獲得）

• どのように施策を進めたらいいのか（施策開始における手法アイデア獲得）

• 施策を進める際の具体的な課題へのアプローチ（施策実施中における解決アイデア獲得）
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